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　　　　　　　 第 1章　緒　　言

　 卵巣 ， 甲状腺 ， 脳下垂体前葉三者闇に 於ける作

剛 の 相 関性 に就 い て従来多數の報告が あ り， そ の

密 接なる相互関連が 立証せ られ て居 る．然 し乍 ら

研 究方法 として パ ラ ビ オ
ーゼ （以下 パ ラ と略）動

物 を使用せ る研究報告 は 甚だ 少 ない ．Meyer 等

（1946）は 未熟雌性白鼠 を用 い た 正常去勢 パ ラ に於

ける甲状腺重 量 を測定 し ， 両側共 パ ラ せ ざ る場合

に比 して 減 少 し ， 特に 去勢側 の 減 少顕著で あり，

更 に 去勢側 に OstrOgen を典 え た 際 は 両側 の 減少
一層著明 に な る を見 た が そ の 意義 に就 い て は 明か

寵 して い ない ．Koneff等 （1952）は パ ラ を用 い て

印状腺 刺戟 ホ ル モ ン の研究 を詳細に 行 つ た ．彼等

は 正常 ， 脳下垂体剔1［！， 甲状腺剔出白鼠．を使用 し

て各 々 の 組含せ を作 り， 甲状腺 剔出時 の 甲款腺刺

戟 ホ ル モ ン の 増量を主 として 論 じた ．そ の報告 の

中 で 彼等は ， 下垂体剔出自鼠 と正 常貞鼠の 組合 せ

の 際 ， 正常側下垂体 よ り分泌 せ る 甲爿、
［こ腺刺激ホ ノレ

モ ン の 少量が相 壬側 へ 移行 し， 甲状腺重 量並 び に

そ の 組織像 の 軽度 の 刺戟が見 られた と報 じて い

る ．

　 余は パ ラ動物 を使用 して 各種の 条件下 に於 ける

狎歌腺 の 変化 を組 織．学的に検索 し ， い さ S か興 味

あ る所見 を得た ．

　　　　　　　 第 2 章 　羣象備実、験

　余 が 研究 に 使用 せ るバ ラ 白鼠 は 工20〜 150g 体重 の

成熟雌性白鼠であ り ，正 常白鼠，去勢白鼠 ， 下垂体剔出白

鼠の 種々 な る組合せ を作製し，或 い は そ の
一
側 に 6stro−

gen 投 與 を 実 施せ る も の で あ る．從っ てバ ラ 動物 に於 け

る甲状腺 の変化を檢索す る に当つ て は ， 先ず單独白鼠 に

就い て 下 垂体剔出時 に於 け る 甲 状 腺 の 変化や 去勢時の 甲

状腺像， 並 び に Ostrogen 投與 が 白鼠甲状腺 に及ぼす影

響を 知 る必要 が あ る．こ れ等の 事項 に就い て は文献 L既
に多数の 研究鞭告が あ る が，余 は 予 備実驗 と レ て 以下記

載す るが 如 き実訟 を 実施 して 研 究の 正 確を期 し た．

　 第 1節　下垂体剔出と甲賦腺 の 変化

　下垂体 と甲状腺 の 密接 な 関係 を示 暖 した の は 1888年

RogOwitshを 以 て 嚆 矢 とす る．彼 は 甲状腺剔出によ り下

垂体 の 肥大する の を 見 た が ， 1927年 に 至 り　Smith は

下 垂 露に於け る向甲状腺物質の 存在を発表 し Loeb ＆ B−

asett （192g），Silberberg （1929） 等の 追究 に よ り更に之

脳 綻 され ，
Crew ＆ Wiesne・ （1geo）は之を甲状腺荊

激 ホ ル モ ン （TSH ） と命名 し た．更に Mac 　 Kenzie

（エV43），　Astw・・d 等 （1943） は他の 内分泌 腺 と同様，

下垂体甲状腺間の 相互譌節作用を明 らか に した．

　TsH 　の 檢定 には 現在生 物学的方 法 が 用 い られ て い

る・例えぱ Junkmanz ＆ Scholler（1932），　Jorgensen
＆ Wade 　19紛 等は 海獏 照 よ難の 雛 の 甲状腺濾胞上 皮 の

肥大，細胞 内空 胞出現 ， 濾胞内 コ ロ h ド 吸 收程度 な ど

を ， 叉 Starr＆ Rawson （1936），　 Starr ＆ Metcoff

（1941） も海獏 に 於 け る ⊥ 皮 細 胞 肥 大 を ，
Bergman ＆

Turner 　（193の は 其 等動物甲肌腺の 重 量増加 を ， 更 に

De 　 Robertis （194j） は 白鼠に於け る濾胞 上 皮細胞 内コ

ロ イ ド滴増加 を夫 女 檢定法 として擧げ た．即 ち此れ等甲
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状腺の 所見は ， とりもな お さず TSH の 甲状腺 に 及ぼ す

形態学的作用 を表わ して い る．要す る 1・ 甲状腺機能の 中

心 であ る 濾胞 に対 す る TSH の 作川は次の 二 っ に よ り要

約さ れ る こ とに は異論は な い ，即 ち1）濾胞上 皮の 肥 大作

用 ， 2）濾胞内 コ ロ イ ド消失作用であ る．

　余は 下乖体の 甲状腺に及ぼす直接作用 を見る爲 に，下

垂体劉出後の 各時期 にっ い て 甲状腺の 組織学 的檢索を 試

み た．後述の パ ラ 自鼠の 下垂体剔出後 日数は 略1 カ 月で

あ る爲，特に下垂体剔出 1 ヵ 月前後の 所見 を重視 しそ の

対照 とぜ し め た．使用動物 は パ ヲ と同 様体重 120・V150

g の 成熟雌性白鼠を用 い た．そ の 所見 は 第 1表 に示 す

如 くであ る．

　　　　　　　　　第　　 1　　 表
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　表 中上皮の扁平の 程度強 きもの を低 と記入 した．低 に

も種 ftの 差が あ る が正 確に細別す る 事は 不可能であ り，

且 っ 却 っ て 真相を誤 るお そ れ が あ るの で細甥を避 け た，

濾胞大小 も亦全般的 に見 て大きい 或い は 小 さ い と云 う意

味で記入 して あり，濾胞 の大小 に関す る細別は 上 皮の扁

平度細別と同様 に避 け た．此 の 観察 に よ れば，下 垂体剔

出後 2週目に 上皮の 脱落欠損 ，
コ P イ ド放出 ， 間質浮腫

等 を 認 め た．石 井 （！q．　56）も下垂体捌出後 9 目 目に 之 と

類似 し た 所見を 見 て い る．剔出後 3 週以後の 所見は明か

に TSII 欠乏の 典型的所見 で ， 上 皮は薄 く濾胞内＝ ロ イ

ド充滿 し， そ の 染色性可良 で間質も少 く，所謂膠様甲状

腺 腫 に 類似 し た 組織像を 呈 して 来 る．

　第 2 節　去勢の 甲 歌腺 に及 ぼ す影響

　卵集捌出の 甲状腺に及ぼす影響 に就 い て の 研 究報告は

多数有 る が，そ の 成績には
一
致 を見 て い な い ・Sta・r ＆

Bruner （1935），　 Freudcnberger 　＆　Billeter　（1935）

等 は 無影響であ る と し，齋藤 （1930），Anderson ＆ K −

ennedy （1933），　 Turner ＆　Cupps （1940），
　 Emge ＆

Laqu・u ・ （1941）等は 甲状腺萎縮 や重量減少等の 機能低

下 を見 た．　 Loeser （1934） は 逆 に海獏 に 於 け る濾胞 上

皮 の 肥大，コ ロ イ ド吸欣像等の 機能亢進像を認め，同時

に該去勢動物の 下 垂 体抽出物 を 他の 海狽 に注射し，そ の

甲状腺 の 機能亢進像が得られた．此の 結果 か ら去勢 に よ

る 下 垂体 TSH 含有量の 増加 を 推定 した．

　斯 の 如 く卵 奨剔出 に よ る 甲状腺組織像は諸家によ り異

なっ た報告が見られ る．余は後述する パ ラ と対照せ しめ

る 爲 ， 120〜 150g雌性 自鼠を使用 して 去勢後各時期の

甲賦 腺組織像を 強索 した （第 2表）．

第　　 2　　 表

　パ ラ実驗での 去勢後の 日数は平均 15口であ る爲特 に 卵

巣剔出後2 週 日前後 の 所見を重硯 した が ， 去勢後 3 週 日

迄 は殆ん ど変化がな い 事を 知 っ た．去勢後 1 カ 月 に至 つ

て は じめ て軽度 に機能低下像 を 認 め た．

　第 3 節　6strogen投與 の 甲状腺に及ぼす影響

　Schilling＆ Laqueur （1941） は 重量測定 の 結果之 が

無影響であ るとした が ，　Pensa ＆ Adorjan （1930），

Karp ＆ Kostkiewicz （1934），　Benazzi （1934），　Krei −

trnair ＆ Sieckmann （1939），Gardner （1949）等は Os−

trOgen に よ る濾胞擴大 ， 」波 扁平，コ ロ イ ド増量 等の 機

能減退像を見 た．併 し井倉 （1927），Krockert（1934），

De 　Amilibia等 （1936），高折 （1954）等は 逆 に 濾胞縮

小 ， 上皮肥大増殖等の 機能亢進を報告 し た．高折は 亦 下

垂体剔出 白鼠 に も 同様 Ostrogenを與 えて 見 た が ， そ の

機能低下像 を 囘復 し得 な か っ た．此 の 2 っ の 結果 か ら，

6strogenは 下 垂体 TSH の 分泌増加 に 働 くもの と考 え

た．Alexiu （1939），　 Morrell ＆ Hart （194］） に ょ れ。

ぱ 6strogenに よ つ て 卵集剔出白鼠甲状腺 の 濾胞eel，g：

破壌 され ， 自血 球浸澗が見 られ る と逋 べ た．か か る 上 皮

障碍 の発生 要因は Ostrogenの ホ ル モ ン 作用 の 外 に ， そ

の 毒性 作用 に よ る も の であ ろ う と考えられた．Tagliaf−

errD （1934） は Ostrogenの 投興 日数 に よ り異な っ た 所

見 を呈 す る と述べ た ．則 ち Ostregen の 短期投與 に よ り

白鼠及 び 海獏甲状腺 は組織学的 に も機能亢進を来すが ，

長期投興殊 に 毎日の 投與 量 を増加せ しめれぱ 却っ て低下

す る とい う． Pincus ＆ Werthessen （1933） は 使用量

よ りも使用 日数 の logarith皿 　に比例 して 甲状腺萎縮 を
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 33年 6 月 1 日 白　 幡 827− 　3

見 る と報告した．

　以 ・h・の 如 く Ost ・・gen の 対 甲状腺作用 に 関す る研究結

果 は 一
致を欠 い てい る。

　余は 卵奨剔出白鼠並 び に下垂体捌出白鼠 に Ostr  gen
を 投與 し て そ の 甲 状 腺 の 変化 を追求 し て 見 た．パ ヲ の 場

合 と対照 せ しめ る爲， 去勢後 5 日 目に 100γ， 500γの

Estradial　benzoate 及び 5   の Estradlo工dipropiona・

船 （Ovahormon 　Depet ） を 注射 し，去勢 日数15日 にて

屠 殺該甲黷腺 を檢索し た．ま た下垂体剔出自鼠に は Es −

tradiol　dipropionate　 5   を表 の 如 く與 え ，更に 非 St−

eroid であ る Hexestrol　 diacetate （Robal ）を 下垂体

剔出後 20日 目ホリ 3 日間毎 口 5刀單位ず っ 興えて 見 た．

そ れ らの 結果は
一

括して第 3表 に示 し てあ る．

第　　 3　　 表
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勢
白鼠に100 γ，500 γを投與 せ る場 合 は 殆ん ど 無 影

で去勢 白鼠甲 状 腺と 同 様であり ， Ovahormon

DDepot の 場合は僅かに上皮の 肥厚せるのを見る がコロイ

ド 等 の変化はな く，少くともコ ロイ ド 放 出等の機能 亢 進
像
は見ら れな

．下垂体剔出白鼠に 6stroge

贋o を 行 っ ても甲状 腺の 機能低下を防止 し得ない事

表 に 示 す通 ．り である ． 　　 　　　　 　　 第 3 章

実 験方法 　 実驗に 使用せる動物は，先に 当 教室 若月

依り作製 さ れた パラ動物 を 用 いた．即 ち 120 〜 1
g 体 重 の成熟 雌 性白 鼠 を 用 いた． 正常白 鼠と去勢 自

，去勢 白鼠と下 垂 体 剔出白鼠の 2 種 の 組 合せ パヲ動

で ある ． 下重 体剔 出後パラ作製 迄 には平 均 2 週 日 前後
休養期を 該自 鼠 に 與え たが ， 去勢白 鼠で は 去 勢と同時

パ ラ せ しめた．パ ラ動 物 は生 存日数平均 15

ﾅ 屠殺せられたの で，下垂体 ． 剔 出よ リ パラを経て

檢に至 る日数 は 平均工 カ 月 前 後 で あ り，去勢後 剖 檢

の 日数は 平均 工5 日である ． 　 下垂体剔出白鼠 と 去勢白 鼠

パ ヲに 於いて は ，去勢 側 白鼠の 腟脂 膏に発管を 見 な

ったパラ群と発 情を 見 た パ ラ群と に 区 別し ，叉去 勢

自 鼠 に Ostrogen を投 與せる 実驗群と合せて3
の 実 驗 群に分 類 し て記 載 を進め る． 　組織学 的 強 査

当 っては 甲状 腺を
ホ

ル マリ ン固 定 バ ヲ フ ィ ン包埋 の

法 により連続 切片を作製し ，H ． E．染 色 を 行っ

．濾胞の大小，⊥皮 の高低等の記載

就い ては 予備実 驗と全 く同一 の 規 範に從い ，また

ロイドに関し ても染 色 極 めて薄 く 少量 の ものは「 一

と 記 載し た， 　 　　　 　　　　第 4 章　 実験 成績

@ 第 1 節　正 常 白 鼠 と 去勢白 鼠のパ ラに於け る甲状 腺

正常白 鼠 と去 勢白 鼠のパラに 於い て ，正 常 白鼠卵集に は 旺

な る 黄体形成 と腟の 妊娠性変化が確認 され
た
．モ の 機轉

若月によれば去勢側よりのFSII（ 少量 の LH を 含む） に

り正常 側 卵 集の卵胞は 発育し 6strogen を 分泌 し ，

が 自己の 下並 体 を 刺戟 し てLH ，　 LTH を分泌 し 黄体発生

Progesteron 分 泌を 来 したもの と説 明レ た

從って正常白鼠 の腟周 期は最初 Os

egen 産生 に

ｭ情期となり，次eer Y 生の 果妊 娠 時 に
ｷ べ き

ヒ期

を
示

し
て

る．
木
例
に
於

け る 兩側 甲
 

Bﾌ 変

ｻ
は

 

表の@ｭ で あ

る ．

第

　

@4
　

表 <TAB><TAB><TAB><TAB>ろ　　　@@@p<TAB><TAB><TAB><TAB>慝

<TAB><TAB>L
　
曜
<TAB><TAB>R@ロ@C@

ド <TAB><TAB>
府　

貭<TAB><TAB>ノ｛ラ
   <TAB>誉i

毳lk 試 磨 v ノ z､<TAB>
匁

[
低
<TAB>充琶性 T<TAB>

空　
  @   Vj<TAB> 涓 矢

恬

 
<TAB>DK

一

黶@不 ﾏ．

一

<TAB>
置
<TAB>\<TAB>十<TAB>十<TAB>廾

　
@ <TAB>黶

∴
黶@

一7<TAB>　<TAB>尸 <TAB>\ 骨 ． 一<TAB>　一
一 @@

十「
．一<TAB>＝一
一

・三 lr<TAB>K† ｬ 十 不
E<TAB>一

<TAB>二 「 ．<TAB><TAB><TAB>1<TAB> 　 sﾏ

  <TAB>十 <TAB>±<TAB>“<TAB>← 　 　　 ． ト<TAB>

＝一<TAB>＝一＝

7 γ<TAB>16<TAB>NKN一<TAB>一． ’ ・ 丶L 一<TAB><TAB>高 <TAB>一 <TAB><TAB><TAB>
<TAB>一<TAB><TAB><TAB><TAB>． 尋． 一君変 ＋ 　 一 <TAB><TAB>不変<TAB>十<TAB>土 <TAB>十

ｨ ト　　ー <TAB>一 <TAB>三 F 超<TAB><TAB>K． 一 一 一 醍<TAB>一　 小

　 二<TAB><TAB>、笥 <TAB>． <TAB><TAB><TAB>十 <TAB>一<TAB>一 <TAB>15．<TAB><TAB>±

不 責　

<TAB><TAB>不変<TAB>一<TAB><TAB><TAB>一 <TAB>十<TAB>一 K 卵 果 爵 1 ：型i 則
HL 常 1 則 　 去勢側甲状腺 　 濾胞の大きざ は む

ろ縮 小 し，

胞一 L 皮は1 例

Nr ユ 14 ） 　 を 除 いて 軽 度に肥厚し コ ロ イ ドも殆

ど 消失して い る ．1 例に は コ ロ イド 残存 が見ら れたが空

多 く コロ イ ド消失前 の 所見と思 われる．間質は肥厚 し増殖性であ

ﾂ た ． 　 即 ち予備実驗 の去 勢 白 鼠甲 状 腺 と 比 較す

に ，本実 驗 の パラにあ りては去勢 側甲状腺 は 一般 に 機 能

進像を示 している． 　 正常側 甲状 腺 　濾

の 大

さは不 変，濾胞上 皮 も 不変 叉 は僅かに肥大 す る が

明では
な
い。 濾 胞 内 コ ロ イ ドは 1例（ Nr ユ 28 ） を 除 き他 の
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ゼ に よ る 内分 泌 研 究 日 産 婦誌 10卷 7 号

に，本実驗群 の 〒E常側甲状腺 は コ ロ イ ドが や や 少 な い

が，其他 には 特 に顯著な差 を見 る こ とが出来 な か っ た．

　第 2節　下 垂 体 捌 出白鼠 と去勢自鼠との パ ラ に於 ける

　　　　　実驗

　下垂体剔出白鼠 と 去勢白鼠 との パ ラ に於 て は 若 月

（195の の 記載 せ るが 如 く，去勢側下垂体 の 分泌 せ る

FSH （適量 の LH も含む） は 下垂体剔出側 へ 移行 し，

そ の 卵樊を刺戟 して卵胞 の 発育 ，
FH の 分泌 ， さ らにそ

れ に よ り腟脹膏 に持続的発情の 出現を 来 ら しむ る もの で

あ る。

　垂剔白鼠卵集 に於け る FH の 分泌 は 引続 き去勢側よ り

移行す る FSH の た め に産生 を高め る．か くして 垂剔自

鼠体内 に於て FH の 量 が 閾價 以 上 に 達す れば ，　 FH は

は じめ て 去勢側 へ 移行す るの である．そ の 結果 去勢側腟

脂膏 も亦発情期像 を 呈す る に至 る．從 っ て 本実驗群にあ

「J ては FH の 去勢側へ の 移行 の 有無，即 ち去勢側腟 脂膏

の 変化に よっ て，1）去勢側非発情群 と，2＞去勢側発惰群

との 2群 に 分 ち其の 甲状腺組織像を記載 して 見 よ う．

　第 1項　去勢側非発情群

　下 垂 体剔出側 卵 災は 卵胞発育し ， そ の 腟脂膏は バ ラ 後

5 日〜10 日 目に発情期像 を見，以後持続的発情 を 示 し

た。去勢側は靜止期を続けて い た．総数18例の 兩側甲状

腺の 組織学的所見 は 第 5 表の 如 くであ る．
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　去勢側 甲 状腺

　濾胞 の 形状は数例 に於 て の み不規則であ っ た が大多数

は 了E常 であ る、濾胞の 大き さは 不変若 し くはや Σ 小 さい．

濾胞 上 皮細胞は 肥厚し 、

「
1：方形 で増殖傾向を示 す．濾胞内

＝ ロ イ ドの 消失 ぽ極め て顯著であ り， 濾胞内 には コ ロ イ

ドは 殆 ん ど存在 しな い ．⊥例 （Nr　 41）では コ ロ イ ドの

染色性が 極 め て薄 く空 胞が多い ．即 ち コ ロ イ ド消失前の

所見であっ た．唯 2例（Nr 　 27，
　Nr 　28）では コ ロ イ ド染色

性 強 く，濡胞内 に充満 して い る像が見 られ た．

　舅列 （Nr 　83P　 Nr ？4，　 Nr 　 74，　 Nr 　 63） には 濾胞の

軽度の 崩壌 が 見 られ ， 從 っ て濾胞の 大 き さは 不明で あ り

．ヒ皮 の 脱藷欠損も認 め られた。

　間質 は 全 体 と し て 肥厚性 ， 少数に軽度の 浮腫 を 認 め る

が ， 間質の 消失は 見 られ ない ，

　此の 所見を去勢後 2週前後の 予媾実驗白鼠 の 甲状腺と

比 較する に，垂剔白鼠と去勢 白鼠パ ラ にあ りて は 去勢 自

鼠甲朕腺 に機能亢進像を認 め，從 っ て 去勢側 には増量せ

る TSH の存在が 想像 さ れる のであ る。

　下垂体剔出側田状腺

　下垂体剔出側甲駄腺は 予備実驗 に 於 け る下垂体剔出白

鼠の そ れ に比 して甚 だ し く相違す る．即 ち濾胞の 形状は

高度 に不 規則 とな り，上皮 の 脱落欠損著明で，そ の 爲 に濾

胞 自身も崩壊消失し不 明とな っ て い る．脱 落せ る 上 皮は

時 に濾胞腔内に遊離し染色性も不良であ る．斯 の 如 き変

化は パ ラ 囗数 3H よ り28日に 至 る種 々 の 実驗例の大多数

に於 て 見 られ た が ， 3例 （Nr 　 83，　 Nr 　 74 ，　 Nr 　80）で

は 上 皮欠損が 比 較的軽度 で あ り辛 う じて濾 胞の 形状 を 保

つ て は い るが，濾胞は 大き くL［，皮細胞 は 扁平であっ た．

唯 3例 （N ・ 86，Nr 　 2’r，　 Nr 　 28） では 上皮脱落は 見 ら

れな か つ た．

　濾胞内 コ ロ イ ドは濾胞 の 崩 壊せ る もの には 全 く存在 せ

ず，比 較的濾胞の 保存ぜ られ た 上記 6例もそ の 半数では
「

コ P イ ド を 欠い て い る．間質の 肥厚は 認 め られ な い ，全

体 として 強度 に浮腫性 であ るが ， 唯 3例 （Nr 　 86，　 Nr

2T，　 Nr 　28）では 問質 に乏 し く浮腫 な く，大な る溝胞 に よ

り占膿 せ られ た 感が あ る．

　 即 ち本実驗群 に於ける 下垂体剔出白鼠甲状腺は ， 予備
三

実 驗の 下垂体剔出白鼠の 甲状腺に見 られた 濾胞 の 擴大 ，

上 皮の 扁平化 ，
コ ロ イ ド濃 縮 且 っ 充滿 せ る 所見 とは 異

り， 濾胞 の 崩壊 ，
コ ロ イ ドの 消失，間質の 浮腫 が 著明で

あ つ た （写真1 參照）．

　 第 2項　去勢側発情群

　 下垂体剔出側 に卵胞発育 ， 腟脂膏の 持続的発惰を 認 め

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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る事は 前項 と同様であ る が，去勢側 腟 脂膏 も亦パ ラ 後10

日 よ り14 口迄の 閥 に発惰を 示 した．此 の 群 に屬する 兩側

甲状腺 の 変化は第 6 表の 如 くであ る．

　去勢側甲肌腺

　前項 即 ち非発情群 と田継 同様 で あ る．唯2 例（Nr 　 78，

Nr 　 76） に濾胞．上皮 の欠損 を見 たが ， 他は上 皮肥厚 し，

濾胞は む し ろ小 さ く増殖性 ， 間質 も肥厚性であ つ た．濾

胞 内 コ ロ イ ドも消 失 して 居 り ， 3例 （Nr 　 66，
　 Nr 　 54

，

Nr 　 64） には コ ロ イ ドを見 た が 何 れ も空胞 多 く， 網状泡

状 に染 り且っ 染色性惡 く消失前の 所見であ っ た．

　下 垂体剔出側甲状腺

　下垂体剔出側も亦前項 と略 ： 巨様 ， 即 ち濾胞は 不規則 ，

濾胞 ．ヒ皮脱落し ， 間質は 浮腫強 く全体 と して 強い 変性像

を 示 して い る． 2 例 （Nr 　65 ，
　 Nr 　 54） で は 濾胞が比較

的保存さ れ て は い るが そ の 上 皮 は 低 く， 濾胞は大 き く間

質は 消失 して 居 る，濾胞内 コ ロ イ ドも亦前項 と同様 1例

（Nr 　 54）を除 く他 の 全例 に於 て消失して 居 た．

　下 垂 体 剔出 白鼠 と去 勢白鼠 の パ ラ に於 て は 去勢測に発

情を 見 る と否 とに係らず 兩側 甲状腺の 変化 は 軌 を
一

に

す る もの であ る．即ち去勢側甲状腺は 濾胞上皮 の 肥厚，

コ ロ イ ドの 消失 ， 間質の 増殖を，亦下垂体剔出側甲 状腺

では濾胞 の 崩壊，濾胞上皮細胞 の 脱落， コ ロ イ ドの 消

失，陌質の 浮 1蓮 等 を一
様 に 認 め た．

　第 3 節　下亙体剔出白鼠 と去 勢 白鼠 の パ ラ に於て ， 去

勢側に Ostrogen 投與 を 行い し際 の 甲状腺

　 前 節 と同 様の パ ラ に 於 て ，去勢側 に O ：trogen （Est−

radiol 　benzoate）を投與 し た際 の 甲状腺 の 変化を記述

して 見 よ う．

　 投 興 Ostrogen の 量 は 100γ 1 日投 與 乃 至 2 日連続投

與 ， 並び に 80γ 4H 〜丁日連続投與の 3 群で夫k パ ラ後

5H 乃至10日 目し投與を開始 した．

　若 月 （1956） に依 れ ば，去勢側 に Ostrogen を投與 し

た場 合，投與 せ られ た Ostrogen は そ の 下 垂 体 を刺激 し

て LH （LTH も含む）を誘発分泌せ しめ る LH は 下垂

体剔出側へ 移行 し該側卵巣 に黄体 を 発生 せ しめ ， Pro・

gesteron 分泌 を 来 た し，腟 は Progesteron に よ る 粘液

細胞化像を呈す る に至 る．少数例 にあ りて は ， 黄体発生

を 見ず却っ て卵菓 の萎縮 を 来 した．か か る例で は 投輿せ

られ た OstrOgen が 主 と して FSH 抑制に関 與 せ る た め

か ， 或 い は投輿 Ostrogen の 相手側へ の 移行によ る該卵

集の 廢用性萎縮 と若月は説い てい る．

　甲状腺 の 変化は 然 し乍 ら，投與 Ostrogenに よ る黄体

発生 の 有無 に拘 らず ， 略 く
一

致せ る所見 を示した （第 7

表）．

　Ostr。gen を投與せ られ た る去勢側甲状腺

　去勢側甲状腺は 全般的に 濾胞の 形状規則 正 し く， そ の
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大い さ は 不変乃 至小 ．．r波 醐 巴厚 し 立方形を 爲す．間質

も
一

般 に肥厚性で増殖像 を示 した．唯 1例 （Nr 　 25） に

於 い て 上皮変性脱落を 認 め濾胞崩壊し間質も浮唾性であ

つ た．

　濾胞内コ ロ イ ドは前節バ ヲ の 場合 と異 り総数1丁例 中僅

か 5例 （Nr 　 25，
　 Nr 　 79，

　 Nr エ18，
　 Nr 　 gT，　Nr 　 g3） に

コ ロ イ ドの 消失を 見 た が，其の 他 にあ っ て は 比 較的良 く

保存され て居 る．併 し 乍 ら コ ロ イ ドの 染色性 は や や 不 良

で空胞等が 多 く，軽度 の コ ロ イ ド放出機轉が見 られ た．

　Ostrogen 投 與 量 の 椙 違 に よ る組織所 見 の 差異 は 認 め

られない ．

　上述の 甲 状腺所見 を，去勢白鼠に Ostrogen投與 を行

え る予 備実 驗 の そ れ と比 較 す る に，コ ロ イ ド保 存で は 兩

者
一
致して居る が ， 本節実驗群では L皮 肥厚，間質増殖

等が見られたの が異 っ た点であ る．

　下垂 体剔出側 甲状腺

　下垂体剔出側『r状腺 は前節に比 較して顯著な差異 を示

し，予備実驗に於 ける 下垂体剔出白鼠の そ れに 近似せ る

所 見 を得た．即 ち濾 胞 の 形賦：ま前節 に比べ 比較的保持 さ

れ，上 皮 は扁平で薄 く，叉 上 皮欠損 も軽度 で あ り，濾胞

の 旗大 を 認 め る． Ostrogenを投與せ ぎ る パ ラ 実驗 に見

られ た 如 き 上 皮脱落，濾胞破壌等は 僅 か に 1 例 （Nr 　71）

に見 る の み で あ っ た．

　 コ ロ イ ドを欠 くもの は 6 例 （Nr 　T9，
　 Nr 　 71，

　 Nr 　 113，

Nr 　101，　 Nr 　 93，　 Nr 　 92） の み で他は 総 て 比較的良 く保

存 さ れて い る．唯 そ の 染色性は 予備実驗 に 於 け る もの よ

りやや惡 く染色不規則 であっ た．

　問質は 乏 し く， 組織像は そ の た め大な る濾胞に よ り占

穩 さ れた容柵を示すもの が 多い ．Ostrogen 投與量 の 差，

並び に黄体形成の 有無 に よ る所見 の 変化は認め られな か

つ た （写真 2參照）．

写 　　真　　 2

　　　　　　　第 5章 　總艝及び考按

　 パ ラ に於 ける 甲状腺 ， 副腎等の 研究 に当 り考慮すべ き

は ，動 物 を 結合 さぜ る際 の 強 い 手 稽 的影響，及 び 結合後

の 相互間 の 牽制 ， 独制位等 の 所謂パ ヲ自体 の侵襲の影響

であ る．Meyer ，　 Biddulph，　 Finerty　（1946）は幼若白

鼠 を 用い て パ ラを 作製 した際 の 副 腎の 臉索 に 当 りそ の 影

響を論じた．Selye も亦 パ ラ に依 る強 い 侵襲の 影響 を認

め て い る，手術，熱傷 ， 其他．Erkの侵襲に対する甲状腺

の 変化は 諸家 に よ り報告 さ れ て い る が 未 だ そ の軌を一に

して い な い ．渋沢等 （1954）ほ侵襲 に よ る TSH の 抑制

若 し くは 甲状腺へ の 直接抑制作用を報告 し ， 石井（1956）

は 組織学的 に火傷後の 上 皮脱落，コ ロ イ ド消失，間質の

肥厚浮腫を認 め て い る．

　余 の パ ヲ 実驗 に於 て ， 下垂体剔出側甲状腺の 変化はパ

ヲ 作製 に よ る 侵襲 に よ っ て 惹起 せ ら れ た もの か ，相 手側

よ tJの 影響 に よる もの か の 決定は困難であ る．然 し乍 ら

相手側 に Ostrogenを投與すれば （表 7 ）， 下垂体剔出側

甲状腺 は 変化 を異 にす る の であ る．此 等の 事実 を パ ラ 自

体の 侵襲 に よ る変化が OstrOgen投奥で変化す る と考え

る よ りも， む しろ相丁側の 際件如何 に よる影響 の 差 によ

る もの と考える の が至当であ ろ う．

　第 1 節　TSH の 移行 にっ い て

　正常白鼠と去勢白鼠との パ ラ 実驗に於 て の 兩側甲 状腺

の 変化 を 見 る に ，去勢側 白鼠甲状腺 に あ りて は 濾胞は 稍

it縮小 し ， 上 皮ぽ軽慶の 肥厚を示 し，コ lt ドは殆んど

消失 し，間質は 肥厚 し増殖性であ る，即 ち去鋭側甲状腺

は 機能亢進像 を呈 して 居 る．正 常側 白鼠 甲状腺は 濾胞 の

大 き さ は不変であ り，上皮 も亦不変 叉 は 僅 か に肥 大す る

傾向 を見 る の み であ る．間質も稍 胡 巴厚性であ るが顯著

とは 云 い 難 い ．即 ち対照正 常白鼠 の そ れ と大差 を 認 め な

い が ， た N
“

コ V イ ドに関 して は 対照 よ り稍々 減少せ る 感

があ る．

　 こ の 所見 か ら考察す る に，去勢側白鼠 に於 て は TSH

の 増量を 認 め る 事が可能であ り ，
こ の 増量せ る TSH は

正常側 白鼠 に移行 して，そ の 甲伏腺を 刺戟する と思考せ

られ る ． 而 して 正 常測甲状腺を見 る に 著明 な 機能亢進

像 を示 して は 居 な い が，然 し上 寅並 び に問 質 の 肥 大 傾 向

が 見 られ る 事は TSH の 移行 を 思 わ し め る 所見で あ る

が ， 特に興 昧あ る 事は コ ロ イ ドの 消失傾向の 強 い 事に

TSH の 移行 を肯定出来 る と考 え る．

　 正 常白鼠 と去勢 白鼠 との パ ヲ に 於 て は ，正 常側卵集 に

は卵胞増熟 ， 黄体の 群生が見られ る事は松山後藤現象 と

し て周知 の 事で あ る．そ の 結果 として 正 常側白鼠体内 に

N 工工
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．は OStrogen ，　Progesteron が増溢する．而 して増量 せ る

濔 ホ ル モ ン はそ の 求心性の 作用 に よ り間腦下垂体系を攪

亂 す る．そ の 結果或 い は TSH の 抑制が 生 じ る．即 ち正

常側甲状腺 には機能低 Fが来 る筈であ る e 從 っ て去勢側

よ り TSH の 移行が あ っ て も亢進像が僅少 に 終 る とも考

え得られ る．な お Ostroge11の TSH 抑 制 に就 い て は 次

飾 に述 べ る．

　 Meyer （1946）は幼若雌性 白鼠を用 い て，正常去勢組

合せ パ ラ を作 り ， 甲状腺 の 重量 を測定 し ， 兩側とも甲状

腺 の 重量が非パ ヲ 白鼠に 比 し て 減少す る事を報じ ， 且 っ

械 少 は 去勢側 に 顯著であ り， 更に去勢｛財に Ostrogen

を 投與する時，兩側甲状腺の 重量減少は
一
層顯著とな る

と報 じて居 る．余 の 実驗 とは 成績 を 稍 it　X に す る の

1
であ るが ，

Ostrogen によ る抑制結果は興味深 い と考 え

る．

　 パ ラ 組合せ に於て正常側を下垂体劉出白鼠に代え る時

は 如何 に．そ の 成績は第 4 章第 2 節第 5 表に記載せ る通

りで あ る．

　垂剔白鼠と去勢白鼠パ ラ に於て 下垂体剔出側 甲状腺は

S ラ 日数 の 長短 に拘 らず高度の 崩壊 を見 ， 同時 にコ ロ イ

ドは 著明 に消失 し全体 として 浮腫状であっ た．此の 所見

は 対照実驗に於 ける下垂体剔出白鼠 の そ れ とほ明か に異

る．即 ち非 パ ラ 白鼠の 垂剔後 3週 日tNV　1 カ 月の 甲賦腺は

TSH 欠乏所見であ り ， 上 皮は薄 く，濾胞内 には コ ロ イ

ド充 滿 し．染色性 は 可良 ， 間質 ま少な い ．所謂膠様甲状

腺腫 に類似し た組織像を呈 して 居 る．

　 パ ラ 動物，非パ ラ 動物 に於 け る垂 剔 白鼠 甲状 腺所見 の

上 述 の 如き相違は何 に起因す る もの であ ろ うか．

　垂剔白鼠 と去勢白鼠との パ ラ組合せ にあ りて も ， 既述

の 如く松山後藤現象の
一

部の 現 わ れ と して 垂 剔 白鼠 の 卵

藁には 卵胞増生を見 る が ， 下垂体を欠 くが故 に黄体形成

にllS：至 らな い 事は若月の 研究で明 らか であ る．か く して

産生 せ られ た垂 剔白鼠体内の 03trogen が 甲 状腺に直接

に影響を 與 えるにあ らずや とは 何人も思 い 至 る 所 で あ

る，余の 予備実驗 に よ れ ば ， 垂剔白鼠甲状腺は OstrOgen

投 與 に よっ て 変化を 異 に す る もの では な い ．高折 （19

54） の 報告も亦同様であ る．從 っ て パ ラ に於け る垂剔白

鼠 甲状腺の 所見は 去勢側白鼠 よ りの 影響 に起因す る もの

と考 えざ るを得な い ．

　去 勢側白鼠の 甲状腺を見 る に ，
上 皮 は 肥厚し ， 濾胞は

む しろ小 さ く， 濾胞内 コ 卩 イ ドは 消 失 し，所謂 TSH 刺

激像を呈 して い る．こ れ は 正 常白鼠 と去勢 白鼠 との パ ラ

に於 て 既 に 述べ た る去 勢側白鼠甲状腺 と同様 の 所見で

あ り， 去勢測白鼠下垂体よ りの TSH 分泌の 増強を 示す

もの で あ る ．予備実驗 に 於 て は 去勢 後3 週 に て は 大な る

影響な く，1 ヵ 月 に し て機能低 下 像 を 甲状腺 は 示 して 居

る．パ ラ作製に よ っ て 何故 に 去勢側 白鼠甲状腺に か か る

機能亢進像を見 るの であ る か は甚だ不 口」解であ るR 今後

の 研 究 に俟 っ 可 き も の と考 え る．

　 か くて 去勢側 に増量 せ る TSH は 下垂体剔出側 ヘ ー
部

移行 す る こ とは極め て 自明の こ とであ る．そ の 結果下垂

体剔出側 甲状腺 は 刺戟 さ れ る譯であ る． そ の 現わ れ と

して前述の 如 く濾胞内コ ロ イ ドの 消失を認め る 事が出来

る．然 し 乍 ら刺激像 と し て の ．Ir．皮 細胞 の 形成，成長等は

全 く見 られない の みな らず濾胞の 崩壊を見 るの で あ る．

パ ラ 日数は 8 日よ り28口 に 至 る種々 の期間であ るが，下

垂体剔出側甲状腺 に は何れも強い 消耗状態が見られて い

る．換言すれば 去勢側 よ りの 向甲吠腺物質の 移行 に よ る

下垂体剔出側甲状腺の 変化は バ ラ 後 8 日に して 既 に現 わ

れ，長期 パ ラ に依 る向甲状腺物質の 引続 き移行 に よ つ て

も そ の 態度 は 依然 と して 同様 で あ る。

　 垂剔側白鼠甲状腺 に見 られ た る L逋の 所見 は何 に起因

す る もの であ ろ うか．余は 二 っ の 可能性 を考え る もの で

あ る。

　 TSH の 持 っ 機能の 中で コ ロ イ ドを 消失 せ しめ る機能

が主 として 移行 せ る も の で は な い か との 可能性 で あ

る．こ の 事に つ い て は ，正 常白鼠 との パ ラ に際 し て 氈述

の 如く正常側白鼠甲状腺は刺激像 として主 と して コ ロ イ

ド消失を示 して居る事実が 示峻を 興 え て お る と考 え ら れ

る．

　第 二 の 可能性は ， 下垂体剔出に よ っ て 機能低 下 を 来せ

る 甲状腺は ， 移行せ る TSH の 刺激 に 対 して 充分 に反應

す る能力 を欠 くの み な らず ， 却っ て 消耗伏態を惹起す る

もの では な か ろ う か と云 う可能性であ る．

　 TSH の 移行 に 関 して 記述 を進 め て 来 た が ， 余 は TSH

の 移行 の な い 2 例に就い て述べ て 見 たい と思 う。TSH

の 移行 しな い 例を理 解す る 事｝ま亦 TSH の 移行の 裏証

明 とな る か らで あ る．こ の 意味に於 い て 第 5表 中に 掲 出

せ る パ ラ 番號 Nr 　27，　 Nr 　28 の 2 実驗例 に は 甚 だ興 味

深 い もの があ る．　 こ の 2 例では 去勢側甲販腺 は 対照去

勢白鼠 とca　it同様 で 濾胞内コ ロ イ ドは 充 滿 し，濾 胞 』寅

の 肥厚は 見 られ な い ．即 ち TSH 刺激所見を 全然欠い て

居 る．下 垂 体 剔 出側甲状腺 は 他 の パ ラ 例 と全 く異 り，

上 皮低 く濾胞大 き く，染色性良好な コ ロ イ ド充滿 し間質

も少な い ． こ の 2例 は 甲 状腺像 よ り して 去勢 側 下 垂 体

に TSH 分泌 の 増加 な き 事を 思わ しめ ， 從 つ て 垂剔測
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へ の TS 且 の移行 を 欠 く．そ の 結果 と して垂剔側甲状腺

は 上 述の 如 く TSH 欠乏像 を示すの で あ る．　 TSH の 移

行 の な い 特例と して の 興味 の み な らず ， 同時 に 亦上 逃

の 如 き TSH 移行例 の 裏実証 と し て も役立 っ と 思 わ れ

る．

　本節に閧す る文献と して Koneff 等 （1952） は 下垂体

剔 出白鼠 と正 常白鼠の バ ラ の際，正 常側下垂体 よ り分泌

せ る TSH の 少量 が 下垂体剔出側へ 移行 し， 該側甲状

腺 を軽度 に刺戟す る結果，そ の 濾胞 上 皮は対照 よ り僅 か

に肥厚するとの 報告がある．余の場合は 一側が去勢白鼠

で あ る点に相 違 が あ り，垂 捌 白 鼠甲 吠腺 の 組織像 も亦

Koneff の そ れと相違して居る 事は 本節に述 べ た 通 りで

あ る．

　第 2 節　TSH と Ostrogen との 関係 にっ い て

　余は 下垂 体剔出白鼠と去勢 白鼠 の パ ラ に 於い て 去 勢側

に 6strogenを投與 した際の 兩側甲状腺 の 組織学的所見

が ，
Ostrogen を投與せ ざ る前節記載の 実驗群に比し て

著変があるの を知 っ た．主な相違点を表に示せ ぱ 次の 如

くであ る （表 8表）．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 　 　 8　 　 衷

　 　 　 　 　 　 　 　 去 勢 で則 の 上ヒ較

，戸 胆 コ ロ イド 向 貭

δst囎 e婬

非 投 与
上皮肥大 殆 んどなレ 肥 　厚

dst吟σ謬ε n

投 　 与
’卩 大多数存す ”　　、

対照去勢插

2 〜3週
不 　変 存　す 不 変

下垂体剔 出側 の上ヒ較

ジ戸　 胞 コ ロ イド ［範 貭

σ∫†ro曾e四
非 拱 弓

上 皮脱藩

　崩 壊 殆ん匕
．
竃 レ 浮腫 蓿明

δs吻 εロ．
　　 与投

上 皮 低

崩 壊少なレ 多数 存 ず 浮腫殆んヒなし

対照顰刷 后

3愚冒 ヵ月
上 皮 低 存　す 不 変

　Ostrogen を 投與せ られ た る 去勢側甲状腺で は 濾胞 の

形状 は 略 ζ Ostrogen非投與の 際 と同様で あ り ， 間質も

亦肥厚性であ るが，多数例に コ ロ イ ドの保存され た像を

見 た．OstrOgen 非投輿 群 の 去 勢側甲 状 腺 に 比 して 相違

す る点 は コ ロ イ ドの 存 在す る 事 にあ る．叉 非パ ラ 自鼠去

i勢の そ れ と比較 して コ ロ イ ド稍 it少な く， 上 皮並び に間

質 の 肥厚増殖傾向の認め られ る点が 異 な っ てい る．

　以 上 の 比 較 か ら，余 は Ostrogen 投與を去勢側 に 実施

す る事 に よ り， 去勢側 甲状腺の コ ロ イ ド放出機轉が 抑制

さ れ る 事を知っ た．此 の 所見は Ostrogen投與 に よ っ て

TSH 抑制作用が部分的 に出現 せ る た め で あ る と考 え

得 る の であ る．　即 ち TSH の コ ロ イド放出機能 が 明 か

に 抑制せ られ て居 る の であ る．然し乍ら TSH の 機能中

で上 皮肥大増殖作用 は Ostrogen 投與時 に於て も認 め得

た． Ostrogen が TSH の 有す る コ ロ イ ド放出機能を抑

制す る 事 は 疑 う余地 が な い と して も s ．．ヒ皮肥厚等の 機

能 を　OstrOgen　が 抑制 しな い との 速断は 不可 であ る．

Ostrogen投與前に氈に肥厚せ る 上皮 は Ostrogen投與

後 も残存す る可能性 が あ る か らで あ る．い ず れ に して も

コ ロ イ ドに 関 し て 見 ら れ る様 に Ostro塑 n は TSH 鉚制

作用 を有す る と余は考え る もの であ る．

　Ostrogen の 甲状腺に対す る影響に関して の 諸家の 報

告 は
一

致を 欠い て い る．OstrQgen の 使用量，使用 日数

の 相違 ， 或い は 甲状腺が種k の 環境條件等に影響せ ら る

S 事 の 多 い もの であ る からであろう．

　 予備実驗 の 示す如 く，余は去勢白鼠 に種 ft の 量 の Os−

trogen を 投與 して も 著変 を 見 る こ と が 出来 な か っ た、然

る に パ ラ にお げる Ostrogen投興’よ上 述 の 如 き所見 を呈

す る の であ る．こ れ に類す る こ とは 正常白鼠と去勢白鼠

パ ラ群 並 び に垂 剔 白鼠 と去勢 白鼠パ ラ 群 に於 て も
一

貫 し

て見 ら る る もの であ っ て，バ ラ動物 と單独 白鼠 との 相違

に起因す る もの であろう．言葉を代えて云 うな らば ， 單

独非パ ラ 白鼠 で 得 られ た予備実驗成績の 價値は ，パ ラ 実

驗 に対す る場合ある制約を受け る もの と思 わ れ る．

　Ostrogen は TSH に対して は 上 述 の 如 く抑制的 で あ

る．即 ち Pensa 等 （1930），　 Kreitmair 等 （1939） な

どの 報告 と同様で ある．石原 （1952）は 甲吠腺剔出時 に

下垂体 に 出現 す る 所謂甲剔細胞が Ostrogen 　15 γ 3 週

間投與 に依 り消失するを見 た が ， 5 γ では 消失しな い と

報告 した．余 の バ ヲ に於け る Qstrogen投與 量は leoγ

1 同投興 よ り 80 γ τ 日 間投與 即 ち 100 γ
〜 560 γ であ

るが ， 何れ も TSH 抑制効果が見られ た．　 Ostrogen投

與量 に よ る抑制効果 の 相違 に就い て は 明 か でな い が，コ

ロ イ ドの 消 失 ぜ る もの か ら，コ ロ イ ドの 染色性不 良，空

胞多数等 に 至 る まで の 所見差が見られ た の は ，Ostrogen

投與量等 によ る もの であ ろ う．

　 去勢側甲状腺 に見 られ る Os 仁rogen の 抑 制 効 果 は 下 垂

体捌出側甲状腺 に も当然影響 を 與え ね ば な ら な い ．こ の

意味 に於 て 垂剔側 白鼠甲吠腺の 所見は甚だ興味あるもの

で あ るが 果 し て 如何 に．

　下 垂 体 剔 出側 甲 状 腺は 濾 胞は 保存 せ られ且 つ 擴大 し て

居 り ， 崩壊は 比較的少な い ．上皮は扁平，濾胞内 コ V イ

ドも多数充滿 して い る．コ ロ イ ドの 染色性
一

定せ ず多 く

の 染色不規則 を認め空胞も存在す るが間質は少な い ．即

ち こ の 所見は 非 パ ラ 白鼠 の 下垂体剔出時 の 甲状腺所見 に
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類似す る もの であ る．Ostrogen投與 に よ り抑制 さ れた

TSH が 下垂体剔出側 へ の 移行を減少 し 或は 停止 した た

め ， 下垂体挧出側 は 垂剔白鼠甲状腺像を乏 の ま 丶 持続

し て居 るの であ る．た 玄 コ P イ ドに関 して は対照 と多少

の 相違を 見 た ．即 ち染色性が薄 く且 っ 不規則 で あ る．こ

れは主 として コ ロ イ ド放身1機能 の 移行 と云 う事 と，バ ラ

作製後 OstrOgen 投與開始 ま で の 口数 とか，　 Ostrogen

に よ る 抑制作用 の 強 弱 に 因 る も の と 考 え られ る．

　上 述の 如 く垂剔側甲状腺の 変化は ，Ostr 。gen 投與を

受けた る去勢側白鼠甲駄腺所見を屯ととして 考 える時，

良 く理 解し得 る もの で あ っ た．

　垂剔白鼠 と去勢白鼠パ ラ群に於 て 去勢側に発情を．見た

実驗群 は表 6 に掲 出 して あ る．発情の 出現機轉 に関 して

は 第 4章第 2 節冒頭 に記載 し た ．去勢測 に 発憎 を見 た パ

ラ 群は 去勢側 に Ostrogen を 有す る 点 で 事情 は 同 一で

あ る．差は Ostregen投與を受 け た か ， 或い は パ ラ 自体

内で作 られ た か に あ る．

　垂捌白鼠 と去勢白鼠パ ラ に 於 け る 去勢側発清群 の 甲 状

腺を 見 る に ， そ の 変化は去勢側 に発皆を見 な い 群 と大差

な く， 去勢側は 濾胞上 皮肥大 し，コ P イ ドは 8 例 中 5 例

に消失 し 3 例に 存在す る か何れ も極め て薄 く空 胞 の 存在

顯著であ り間質は 肥 厚 して い る．下垂体剔出側は 上 皮脱

落，濾胞崩 壊著明 ， 辛 う じて 濾 胞 の 保 存 ぜ ら れ た もの も

上 E 極めて 扁平で，濾胞内 ゴ ロ イ ドも消失し て居 る．

　 こ の 所見に は Ostrogen に よ る TSH 抑制 は 認め得

な い ． パ ラ 自体 内で産生せ られた Ostrogen は 恐 ら く

TSH 抑制に ｝ま量的 に不足す る もの と思われ る．

　最後 に理解｝こ便な る様，−E述 の 事項 を 圖示 して 見 よ

う．

　正 常白鼠 と去 勢白鼠 との パ ラ に於 て は 去勢側は TSH

刺激状 態 を 呈 す る．正 常 側 も亦軽度の 機能亢進像が 見 ら

れ るが ， 去勢側 と比較 す る にそ の 亢進 の 程度が弱 い の

第 　 1　 図

正 常 去 勢

第　 2　 図

垂 剔 去 勢

は ， 去勢自鼠下垂体 よ り分泌移行せ る FSH と LH に よ

り，
正 常白鼠卵集 か ら分 泌せ られ た 05trogen の 抑 制 が

関興せ る もの と思われ る。

　下垂体剔出白鼠 と去勢 自鼠 の パ ラ に於い て は ， 去勢 白

鼠 下 垂体 よ り 分泌増加せ る TSH に よ り同側甲状腺は 刺

激 され機能亢進像を呈す る の は前圖と同様である．増量

せ る TSII の
一

部は下垂体剔出側へ 移行す るが ，そ の 甲

状腺には コ ロ イ ド消失の み 見られ 上皮形成肥厚は 見 ら れ．

ず，逆 に一L皮脱落欠損を見 る．

　次 に 同様 バ ラ に於 て，去勢側に Ostrogen （100γ
〜

560 γ ） を投與 し た際に は， OstrOgen の TSH 抑 制 作

用によ り去勢側甲状腺 の コ ロ イ ド放出は妨げ られ る．併

し上 皮 の肥厚は依然と して存在 す る．抑制さ れ た TSH

は 勿論下垂 体剔出側 へ 移行 せ ず ， か くて 下垂体剔出儺

甲吠腺は 單 な る 下垂体剔出時 （対照） と同様 の 所見 を示

す．

第　 3　 図

垂 剔 去 勢

h）暫π

　　　　　　　 第 6 章　結　　語

　成熟雌性白鼠 を使用 して の パ ラ に 於 け る甲歌 腺

紅織 を検索 し次 の 結果が得 られた ．

　 1） 正常白鼠 と去勢白鼠 の パ ラ に 於 い て は ， 両

側共 に 田 SH 刺戟像 が認め られ るが ， 正 常側 が稍

ミ程度が弱 い ．こ れ は正常側卵巣 よ り松 山後藤現

象 に よ り分泌せ られ る Ostrogen，　Progesteron 増
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量 の 関与 に よる もの と思わ れ る ．

　 2） 下垂休剔 出自鼠 と去勢白鼠 の パ ラ に 於 い

”
て， 去勢側 甲状腺は TSH 増量 に 基 く機能亢進像

を示す 。増量せ る TSH の
一郡 は相手側 へ 移行す

．る と考 えられ る が，相手側即 ち下垂体剔 出側 に は

：コ ロ イ ドの 消失 の み を認め ，上 皮に は 脱落崩壊像

が 見 られ た ．

　 3） 同上 パ ラに 於て ，去勢側 に OstrOgen を投

．ケすれ ば ， 田 SH 抑制効果 と して去勢側 に は コ ロ

イ ド保存の 所見 が現わ れ，一方下垂 休剔 出側 は 相

手側 田 SH の 影響 を受 けず ， た め に 下垂体剔出白

．鼠甲妝腺 に類似 の 像 を保持す る．

　 4）　2）の パ ラ中に は
一
ド垂 体剔出側卵巣 よ り分泌

・せ られ た Ostrogen が去勢側 に 移行 した パ ラ群 が

あ るが ，こ れ等 パ ラ の 甲状腺は 2）に記載せ る も の

と略 之同様 で あつ た ． パ ラ 自体 の 中で産生 せ られ
』
て 移 行 した Ostrogen は TSH 抑制 に は 量的に 不

i充分 と思 わ れ る ．

　 稿 を 終 る に 臨 み ・終 始 御懇 篤 な る 御 指 導 と，更 に 御 加

．
筆 の 労 を 賜わ り ま し た 恩 師岩 津 教 授 に 深甚 の 謝 意 を 表 す

’る も の で あ り ま す ．尚 実 験 動 物 の 提 供 y 其 他 に 御 援 功 戴

き ま し た 若 月美 陣博 士 に 厚 く感 鮒 い た し ま す。
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